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1 

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成 

・生徒の実態を踏まえた

教育課程の検討の継続 

・国語、数学、英語におけ

る学校設定科目を継続さ

せ、学び直しや進学希望生

徒へのニーズに対応する。 

・科目履修制度の的確な

運用を行う。 

・３年間で卒業できるⅡ

部③の生徒が全体的に増

加していて、アルバイト

と学業の両立を目指して

いる。 

・学校設定科目は生徒へ

の必要性もあり各教科担

当者の協力が得られた。 

・科目履修生も前後期で

延べ８名１３科目受講。 

 

３ 

３ 

・新課程へ対応した教

育課程として、教務部

及び教科代表者との連

携を図り、微調整を行

いながら生徒及び学校

のニーズに対応したも

のへと完成に近づいて

いる。 

・新学習指導要領の実

施に伴い、評価基準の

作成と、シラバスの作

成等依頼している。 

3.4 

３．８ 

・学業と仕事（アルバイトを含む）の両立を図りながら、生

徒各自の進路実現に向けた更なる支援をお願いしたい。 

・個々の学力に応じた指導で学力向上を図る教育はこの学

校の特徴を活かしていると思います。 

授業力および単位修得率

の向上 

・月別指導計画を作成し、

授業の振り返りを行うこ

とで、個々の授業力向上を

図る。 

・教科会を通じて

日々の授業改善や専

門性の向上に努める

ことについて継続し

てお願いしている。 

３ 

・コロナの影響もな

く、感染症予防対策を

充実させてほとんど予

定通り授業が実施でき

ている。 

3.6 

・これからも個々の学力向上を図る教育に務めてください。 

・コロナ禍の中、予定通り授業を進めていくのは、大変であ

ったとお察しいたします。 

・アクティブラーニング

の視点を取り入れた研究

授業及び授業研修や、ＩＣ

Ｔを活用した研究授業及

び授業研修を実施するこ

とで単位修得率向上のた

めの一助とする。 

・今年度、急激にICT

化が進んだ。授業研

修ではICT利活用を

中心に意義のある研

修を実施することが

でき、すぐに授業等

で生かされた。 
４ 

・新しいタブレッ

トの導入や全教室

へのプロジェクタ

設置などＩＣＴ化

が進み、授業環境

が充実した。グー

グルクラスルーム

を活用したリモー

ト授業が可能な方

法をテーマとした

授業研修会を数多

く実施できた。利

用状況も増えてい

った。 

4.0 

・今後益々成長拡大する IT機器の活用及び情報処理能力の

向上を期待したい。 

・ICT 化が進めば教える側のスキルが重要になります。大

変かと思いますが、スキルアップに務めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、きめ細かい進路指導をお願いします。 

 

 

・生徒の発達段階に応じ

た、グループ毎の取組。 

・キャリアパスポートの

有効的な活用。 

・各選考試験に対応する、

面接練習体制、教科と連携

した作文指導及び教科指

導の実施。 

○グループ毎に設定

したキャリア教育を

基本に実施できた。 

○面接指導、作文指

導など職員の協力に

より、希望生徒毎に

対応することが出来

た。進学面では宮崎

公立大学に合格し、

国公立大学への進学

者があった。 

４ 

・C,Dグループのキャ

リアパスポートは、本

校で作成した冊子を使

用しているが、改善の

余地もあり、今後の課

題である。 

・進路指導において

は、生徒一人一人の希

望に十分に応えられる

よう、じっくりと話し

合いをし、教員同士の

連携も密に行っていく

ことが肝要である。 

4.0 

2 

「
豊
か
な
心
」
の
育
成 

・規範意識の醸成（問

題行動のへの常時指導

や巡回指導の強化） 

・礼法やマナー指導の

充実（集会や式典での

指導の充実） 

・学校行事の充実（生

徒会や生徒専門委員会

との連携強化） 

 

 

○本年度は、夕休みの巡

回指導とともに、下校指

導（校門の一旦停止遵守）

も継続的に実施して、成

果をあげることができ

た。 

●コロナの影響で集会や

式典が中止や形式変更に

なり、十分な指導ができ

なかった部分もある。 

○文化祭をオンライン形

式で実施したが、生徒会

を中心にとても充実した

文化祭を実施できた。 

３ ４ 

・校門付近での交

通指導は、生徒も

入れ替わっていく

ので、今後も継続

して行う必要があ

る。 

・学校行事等様々

な場面で生徒会活

動の充実が顕著に

見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他校に比べて校則等、緩やかな面があるが「自律」と

「TPO」を常時育む生徒支援を全職員で推進し、新社会人

に向けた貴重な生徒を育ててもらいたい。 

・先生方の生徒一人一人への目配り、気配りや思いやりの心

を持って接してくださることが、生徒や保護者に様々な気

づきを与えていることに感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・学校生活アンケート

や日常の相談を通し

て、いじめや人間関係

のトラブル、深刻な悩

み等をすくいあげ、対

応策を検討する。 

○前期１回、後期１回の

学校生活アンケートや担

任による面談を通して早

めに生徒の状況を知るこ

とができた。いじめはゼ

ロであった。 

４ 

・障害や困難さに

応じた指導・支援

について理解を深

めることが大切で

ある。 

 

 

4.0 

 

 

 

 

 

 

３．９ 

 

・いじめは表面化しにくいので、細かな気配りをお願いしま

す。 

 

 

 

 

・読書週間を通して本に

興味を持ってもらい、Ｐ

ＯＰコンテストの充実を

図る。                        

・読み聞かせを通して、

心の感性を高める活動を

すすめる。 

・１人当たりの貸し出し

冊数の目標４冊を目指

す。    

〇読書週間を実施するこ

とにより、本の貸し出し

が増える。 

〇POP コンテストに意

欲的に取り組む生徒がお

り、素晴らしい作品が多

かった。外部の作品募集

に応募することができ

た。 

〇読み聞かせ担当は生徒

だけでなく、保護者も読

んでくださった。とても

上手で、多くの生徒が聞

き入っていた。 

〇一人あたりの貸し出し

数４．４冊（11月現在） 

 

４ 

・昨年度はコロナ禍に

より、学校行事やアル

バイトが中止になった

ためか読書量が多かっ

たようだが、今年度は

学校行事や生徒会活

動、部活動、アルバイ

トなどで読書量が減少

しているようである。 

・読書に意欲的な生徒

が固定化されており、

苦手意識がある生徒に

も本を手にとってもら

えるような環境を整備

していきたい。 

・教科の先生からリク

エストがあり生徒に勧

めたい本を購入するこ

とができた。継続して

様々な分野の本をそろ

えていきたい。 

4.0 

・「読書量」が全体的に増えているとの事であるが、今後も

各職員が“推奨する本”等をどしどし紹介しながら全校生徒

が本を好きになるよう本の良さを伝えてほしい。 

・本を読むことで他人、他者、いろいろな考え方や世界に触

れることができるため引き続き読書週間を通じて本、作者

に興味を持ってもらいたい。 

・読書週間は良い取り組みです。今後も継続してください。 

3 

「
健
や
か
な
体
」
の
育
成 

・規律ある生活習慣の確

立（生徒専門委員会との連

携強化） 

・保健安全教育の推進（各

種研修会の充実） 

・部活動の活性化（心・技・

体の強化・部活動規定の見

直し） 

○生徒専門委員会に

おいて、コロナ感染

対策や「歩きスマホ」

の改善について等、

自発的に日常生活の

問題点に取り組んで

いた。 

○県定通体育大会に

おいて、男子バスケ、

女子バレー、女子バ

ドミントン、男子柔

道が全国大会の切符

を得た。コロナの影

響で全国大会出場は

断念した。 

４ 

４ 

・年間を通して部

活動を実施する部

が増えたので、現

状にあった部活動

規定の見直しをす

る必要がある。 

4.0 

４．０ 

・「心身の健康第一」を念頭に部活動及び日々の生活（食育

も含む）の支援と充実をお願いしたい。（規律ある生活習慣

の確立支援） 

・全国大会の辞退は残念でした。コロナ陽性者も増えている

タイミングでしたが、生徒に影響を考えれば良い判断だと

思いました。 

・定通での部活動は大変な面があるかと思いますが、頑張っ

てください。 

 

 

 

 

・防災、災害については、常に仲間や弱い立場の方の命を守

る教育をお願いします。 

・地域に施設開放を行っていますが、逆に使用団体が積極的

に学校をサポートしていただくとありがたいと思います。 

・大きな地震があったばかりですので、今後も防災の取り組

みを継続してください。 

・学校のスローガンである３K「関心・感動・感謝」を更に

推進しながら、今後も様々な体験（学校行事の充実を含む）

を実践させていただきたい。 

・県立高校ではありますが、延岡市とも更なる連携を図って

いただきたいと思います。 

 

・生徒が危機管理意識や、

施設等の安全管理、保健安

全に関心を持ち、自ら考え

る力を育成するため、環境

教育や防災教育、心肺蘇生

法実技講習、講演会等を実

施する。 

○延岡市消防本部の協力

を得て、避難訓練及び災

害学習を年３回、ＡＥＤ

の実技講習会を生徒・職

員各１回実施できた。昨

年中止になった訓練・講

習も実施し、生徒・職員

ともに危機管理の意識を

高めることができた。 

４ 

・防災訓練や災害

学習について、行

政と連携し、さら

なる内容の充実を

図っていく。また、

地域との連携につ

いて、その方法を

模索する。 

4.0 

4 

学
校
創
生
『
チ
ー
ム
青
朋
』
の
確
立 

各関係者・関係機関等との

適切な連携を図る 

○生徒支援では、ハ

ートサポーター、ス

クールカウンセラー

を始め、県立支援学

校、市こども家庭課

などと連携をとり情

報を共有、方策を練

ることができた。 

４ 

３ 

・様々な体験や特

性をもった生徒が

増えてきているの

で、今後も専門家

と連携をとりなが

ら生徒に対応して

いくことが重要で

ある。 

4.0 

３．５ 

・PTA役員の活動を通して、今以上に保護者との連携が図

れるよう仕掛け作りをしてもらいたい。 

・改善策を講じてより良い連携体制を作り上げていただき

たい。 

・コロナ禍でも子どもたちに何か役に立てないかと企画し

た読み聞かせを保護者の方が経験され「充実した時間でし

た」と喜ばれていました。 

・PTA連絡網は、スマホ等の普及により、昔ほど、個人情

報保護と身構える事は無いと考えます。先生方と保護者の

間及び保護者間で必要な連絡はあります。ただ、連絡事項と

プライベートな情報との線引きは個々でしっかり考える必

要があると思います。 

・PTAの方々とのお付き合いで、支えられたことに感謝し

ます。 

ＰＴＡ活動によって保護

者と学校との連携・協働を

図る 

○コロナで実施出来

ない行事もあった

が、校内生活発表会

の審査、読み聞かせ

放送および PTA 夜

間あいさつ運動で、

PTAのご協力を得る

ことが出来た。 

３ 

・生徒を通じての

保護者連絡が上手

くいっていない。

PTAの連絡網も検

討すべきことかも

しれないが、個人

情報の取り扱いを

考えると難しい。 

3.2 

行事での通信制との連携

を図り、全校的な協力体制

を確立する。 

○卒業式会場作成及

び片付けで、定通お

互いに協力しあえ

た。 

３ 

・別々の開催となっ

た。式後の片付けも合

同で実施するよう計画

した。 

3.2 

・定通の協力関係を今後も継続してください。 

・連携を図ることで、どのような効果や変化が期待できるか

検証できるとよいと考えます。 



 


